
指定管理者運営状況評価表

令和５年度

(所管課)

① Ａ

② Ａ

③ Ａ

④ Ａ

⑤ Ａ

⑥ Ａ

⑦ Ａ

⑧ Ａ

⑨ Ａ

⑩ Ａ

⑪ Ａ

⑫ Ａ

６ ⑬ Ａ

評価の目安　　　　　Ｓ（優）：高く評価できる。　　　Ａ（良）：実施している。適切である。　

Ｂ（可）：概ね実施している。一部改善を期待する。　　　Ｃ（不可）：実施していない。改善を要する。

情報公開への取組

健康こども部健康文化室文化スポーツ課
都市創造部土木建設室道路公園課

特記事項 特になし

自主事業の取組自主事業について

管理経費の縮減

利用者満足度

個人情報の保護及び情報公開に対する
措置について

個人情報保護の措置状況

指定管理者

２

評価項目

サービス向上と利用促進に関する取組

１ 住民の平等利用の確保について

公共性・公平性に基づいた利用の確保

公益財団法人　高砂市施設利用振興財団

施設名
高砂市総合運動公園、高砂市総合運動公
園体育施設及び高砂市生石体育センター

　適切に運営している。
　稼働率の高さは評価できるが、他施設への利用者の流出もみられるため、今後創意工夫に努め
利用率の向上を図っていただきたい。また、苦情要望に対する対応は、軽微な案件も記載し対応
状況を把握する必要がある。

講　評
(指定管理者制度運

用委員会)

３
事業計画書に沿った管理を安定して行
う物的能力、人的能力について

団体の経営状況

職員配置などの実施体制

４

職員の質の向上

事故･緊急時への対応

５

評価

総合評価
(所管課による評価)

Ａ

市民の要望及び苦情並びに安全管理
について

要望・苦情・トラブルへの対応

事業計画書の内容が、施設の効用を最
大限に発揮するとともに管理経費の縮
減について

維持管理業務の実施状況

　運営面においては、条例等を遵守し、適切に運営が行われている。公益財団法人としての特性
を活かし、老朽化した設備の更新を行い、利用者の利便性の向上及び満足度向上のために積極
的な管理運営をしている。全体の利用者数は前年と比べ横ばいであったが、施設の稼働率は上
がっている。また、自主事業では、ニーズの高い体成分測定会やジョギング講習会等に加え、新
規事業として少年少女野球教室や来場ポイント制度を計画・実施し、地域における身近なスポー
ツ拠点施設として、市民の健康増進の促進やスポーツに親しむ機会の提供を図っている。
　維持管理面では、職員による日々の巡回・巡視点検により、危険箇所や不良箇所の早期発見
に努め、法定点検は専門業者へ委託し、適正な保守管理を行っている。さらに、老朽化する施設
について、その緊急度に応じて計画的に修繕を行い、利用者が安全・安心に利用できる施設の
維持・管理に努めている。修繕については、市が支払う修繕費を上回る修繕を行っており、施設
の維持・管理に大きく貢献している。
　施設の照明をLED化することにより、光熱水料等の節減に努め、公益財団の特性を活かした利
便性の向上、利用者の増加を目指し、より快適な環境づくりを進めていただきたい。以上のことを
踏まえ、業務内容を相対的に判断した結果、指定管理者として標準レベルの評価を行った。


